
【
資
料
紹
介
】

百
薙
追
善
集
『
あ
き
の
せ
み
』

1
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
△
己

摘
要

出
雲
国
大
社
の
手
錢
家
に
伝
来
す
る
俳
諧
資
料
の
中
か
ら
、
広
瀬
百
幕
の
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
』
(
日
々
庵
浦
安
編
、
文
化
二
年
蒼
乢
践
)
を
翻
刻
紹
介

す
る
。
同
書
に
収
録
さ
れ
る
「
枕
言
葉
」
、
「
蓑
笠
翁
終
青
之
記
」
は
、
大
社
の
俳
壇
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
百
薙
の
伝
記
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
句
を
寄
せ
た
俳
人
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
こ
と
で
、
大
社
俳
人
た
ち
の
交
遊
圏
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
俳
諧
、
百
幕
、
有
秀
、
大
社
、
手
錢
記
念
館

「
あ
き
の
せ
み
』
は
広
瀬
百
蕪
の
追
善
集
で
あ
る
。
百
幕
は
、
大
礒
義
雄
氏
が
、

『
岡
崎
日
記
と
研
究
』
(
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
弱
年
W
月
)
、
「
高
見
本
「
岡

崎
日
記
=
元
禄
式
」
の
出
現
と
去
来
門
人
空
阿
・
空
阿
門
人
百
幕
」
(
「
連
歌
俳
諧
研

究
』
釘
、
平
成
6
年
7
月
、
の
ち
『
芭
蕉
と
蕉
門
俳
人
』
八
木
書
店
、
平
成
9
年

5
月
、
所
収
)
で
報
告
さ
れ
た
と
お
り
、
京
都
で
去
来
の
甥
の
空
阿
(
大
礒
氏
は

去
来
の
庶
子
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
)
か
ら
伝
授
を
受
け
、
そ
れ
を
出
雲
に
持
ち

帰
っ
た
人
物
で
あ
る
。

は
じ
め
に

山
陰
研
究
(
第
七
号
)
二
0
一
四
年
十
二
月

百
籍
は
出
雲
大
社
の
社
家
(
千
家
家
の
代
官
役
)
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
母
は

手
錢
家
の
二
代
目
当
主
で
あ
る
茂
助
長
定
の
娘
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
あ
き
の
せ
み
」

こ
「
門
人
」
と
し
て
序
文
(
「
枕
言
葉
」
)
を
寄
せ
、
百
幕
の
肖
像
画
を
描
い
て
い

る
衝
冠
斎
有
秀
は
、
手
錢
家
の
五
代
目
当
主
官
三
郎
有
秀
で
あ
る
。
有
秀
は
百
蕪

の
息
で
あ
る
日
々
庵
浦
安
と
も
大
変
親
し
か
っ
た
。
本
書
が
手
錢
家
に
伝
来
し
た

の
は
、
そ
う
し
た
両
{
永
の
深
い
関
係
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。 伊

藤
善
隆

(
湘
北
短
期
大
学
)

五
三

一
害
誌

書
刑
土
:
:
:
半
紙
本
一
冊
。
代
衣
綴
じ
。
楮
紙
。
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百
幕
追
善
集
一
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
舎
一
)

表
紙
:
:
:
原
表
紙
。
香
色
地
に
一
痢
牡
丹
唐
一
早
文
様
を
空
押
し
。

縦
ニ
ニ
.
五
師
X
横
一
五
.
九
 
m
。

題
筌
・
:
:
・
原
題
筌
。
中
央
無
辺
。
「
あ
き
の
せ
み
完
」
。

序
文
:
:
:
序
題
「
枕
き
早
巣
」
、
序
文
署
名
「
門
人
/
衝
冠
斎
有
秀
毒
凹
」
。

版
式
・
・
・
・
・
・
無
辺
無
界
毎
半
葉
八
行
(
「
枕
言
葉
」
・
「
蓑
笠
翁
終
鷺
之
記
」
)
、

無
辺
無
界
毎
半
葉
七
行
内
外
(
本
文
・
一
倉
乢
鉞
)
。

七
.
六
m
 
(
序
文
「
画
て
西
施
を
S
刻
て
」
を
砧
)
。

字
高

践
文
・
:
:
・
署
名
「
文
化
乙
丑
初
冬
蒼
乢
践
」
。

刊
記
:
:
・
・
「
京
都
書
林
鳥
丸
下
立
売
上
橘
榮
堂
勝
田
善
助
」
。

丁
数
:
:
:
<
王
三
七
丁
。

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
百
薙
は
去
来
・
空
阿
の
伝
授
を
出
雲
に
持
ち
帰
っ

た
重
要
な
俳
人
で
あ
る
。
そ
の
人
物
や
伝
授
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
桑
原
視
草
氏

『
出
雲
俳
句
史
』
(
私
家
版
昭
和
口
年
9
月
・
だ
る
ま
堂
限
定
版
昭
和
詔
年
4
月
)
、

同
氏
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
(
だ
る
ま
堂
書
店
、
昭
和
那
年
8
月
)
と
前
掲
大
礒
氏

著
書
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
『
あ
き
の
せ
み
』
の
記
述
に
関
わ
る
百
蕪
の
伝
記
的

事
項
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

百
幕
が
京
都
に
遊
学
し
て
伝
授
を
受
け
た
の
は
宝
暦
八
年
七
月
か
ら
十
月
の
こ

と
で
あ
る
。
『
あ
き
の
せ
み
』
の
「
枕
言
葉
」
に
「
は
じ
め
都
に
十
と
せ
ば
か
り
の

春
秋
を
お
く
り
、
夏
草
の
し
げ
き
を
分
て
千
代
の
古
道
の
跡
を
も
と
め
」
七
言
い
、

同
じ
く
「
蓑
笠
翁
終
青
之
記
」
に
「
若
冠
の
頃
よ
り
和
学
に
志
し
、
官
袴
を
辞
し

て
都
に
の
ぼ
り
、
千
代
の
古
道
の
跡
を
し
た
ひ
、
東
南
西
北
に
吟
会
し
、
古
翁
の

風
骨
を
も
探
り
て
月
花
に
遊
ぶ
」
と
あ
る
の
は
、
空
阿
の
名
前
こ
そ
明
ら
か
に
出

二
広
瀬
百
薙
に
つ
い
て

(
伊
藤
善
隆
)

さ
な
い
も
の
の
、
そ
の
京
都
遊
学
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

椎
の
本
花
叔
は
、
そ
の
著
『
雲
陽
人
物
誌
』
(
文
政
六
年
)
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

百
薙
の
伝
を
載
せ
て
い
る
な
お
、
花
叔
は
『
あ
き
の
せ
み
』
に
句
を
寄
せ
て
も

い
る
。

0
春
信
氏
は
広
瀬
、
通
称
士
佐
助
、
杵
築
之
人
也
。
神
学
、
一
名
高
し
。
和
哥

誹
諧
を
好
む
。
始
常
悦
の
門
人
、
後
芝
山
持
豊
卿
の
門
弟
と
な
る
。
号
百始

羅
。
蓑
纂
、
鳳
尾
斎
、
七
俵
斎
、
重
隠
子
等
數
号
あ
り
。
実
名
を
、

春
光
又
貞
悦
と
も
い
ひ
し
。
又
蓮
心
長
隠
な
と
の
号
も
有
し
と
也
。

著
述
誹
諧
二
十
五
條
同
執
中
抄
千
代
の
古
道
和
学
精
微
抄

手
尓
於
葉
抄

其
外
撰
書
多
し
。
享
和
二
戌
七
月
廿
四
日
齢
算
七
十
エ
テ
卒
す
。

獣
国
造
家
よ
り
侍
講
た
ら
し
め
ん
と
有
け
れ
は
、
録
を
家
弟
に
譲
り
て
京

都
に
遊
ひ
、
年
を
経
て
古
郷
に
帰
り
、
市
中
に
隠
る
又
富
士
を
見
ん
と

て
は
る
く
東
に
杖
を
曳
い
て

日
の
も
と
の
名
に
お
ふ
山
か
あ
め
つ
ち
の
な
か
に
ひ
と
つ
の
ふ
し
の
高
根
ハ

辞
世

時
来
り
何
れ
か
先
に
秋
の
蝉

1
〕

(
山
崎
真
克
氏
『
椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』
翻
刻
』
に
ょ
る
)

引
用
中
に
は
、
百
幕
が
「
杵
築
之
人
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
録
を
家
弟
に
譲

り
て
京
都
に
遊
ひ
、
年
を
経
て
古
郷
に
帰
り
、
市
中
に
隠
」
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
家
族
の
こ
と
と
、
上
京
、
閑
居
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
も
簡
単
に
だ

が
参
照
し
て
お
き
た
い
。

広
瀬
嘉
内
信
睦
の
嫡
男
と
し
て
出
雲
国
簸
川
郡
杵
築
町
に
生
ま
れ
幼
少
に
し

て
頴
悟
好
学
、
京
都
に
出
で
て
神
学
及
和
漢
の
学
を
修
め
帰
国
し
て
家
職
に

つ
い
た
が
後
多
病
の
為
め
に
家
督
を
弟
に
譲
っ
て
市
中
字
越
峠
に
閑
居
し
た
。

五
四
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(
『
出
雲
俳
句
史
』
)

父
は
信
睦
母
者
手
銭
茂
助
女
春
信
翁
若
冠
よ
り
学
事
を
好
み
弟
亘
人
正

昌
に
家
を
譲
り
て
上
京
し
明
経
の
御
博
士
舟
橋
の
御
殿
に
入
門
し
て
和
漢

の
書
籍
を
拝
伝
し
和
歌
を
学
び
俳
諧
に
達
す
妻
は
在
京
の
御
り
約
し
た

る
中
野
利
兵
ヱ
女
也
元
来
是
は
舟
橋
二
位
則
賢
郷
の
妾
腹
也
中
野
氏
養

育
し
て
後
近
衛
殿
の
政
所
に
致
仕
あ
り
し
を
舟
橋
殿
の
御
奥
豊
真
院
の
御

方
媒
介
あ
り
て
妻
に
妥
り
帰
国
し
て
市
中
に
閑
居
し
て
一
男
子
を
儲
け

鳳
尾
斉
百
薙
と
号
し
て
専
ら
風
雅
を
好
み
て
四
方
に
名
高
し

(
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
所
引
、
「
北
広
家
の
家
系
帳
」
)

家
督
を
弟
に
譲
っ
た
理
由
や
時
期
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
ょ
り
多
少
の
違
い
が

あ
る
が
、
出
雲
に
戻
っ
て
か
ら
の
閑
居
に
つ
い
て
は
、
ど
の
文
献
も
共
通
し
て
伝

え
る
。
『
あ
き
の
せ
み
』
所
収
の
「
蓑
笠
念
青
之
記
」
に
も
「
翁
は
常
に
名
利
を

好
ま
ず
」
「
書
店
に
鬻
ぎ
、
好
士
を
ま
ね
き
て
活
計
の
た
よ
り
と
す
る
こ
と
を
な
さ

ず
」
「
諸
国
の
風
客
問
へ
ど
も
答
へ
ず
」
と
そ
の
人
と
な
り
を
記
し
て
い
る
。

桑
原
氏
「
出
雲
俳
句
史
』
に
は
、
百
幕
の
俳
諧
に
つ
い
て
、
「
二
十
七
八
才
の
頃

よ
り
志
し
」
「
当
時
天
下
に
名
高
い
俳
士
と
の
交
遊
が
深
く
又
各
流
派
の
俳
風
を
学

ん
だ
ら
し
く
」
「
研
讃
に
つ
と
め
た
が
結
局
宗
と
す
べ
き
は
芭
蕉
の
外
に
一
人
も
な

い
と
て
こ
れ
を
師
と
仰
い
だ
」
と
あ
る
。
百
幕
の
生
年
を
享
保
十
六
年
と
す
れ
ぱ
、

二
十
七
八
才
の
頃
と
は
、
ち
ょ
う
ど
空
阿
か
ら
伝
授
を
受
け
た
宝
暦
八
年
頃
で
あ

る
0

京
都
で
空
阿
の
伝
授
を
受
け
た
結
果
、
百
幕
は
、
芭
蕉
四
世
、
落
柿
舎
三
世
を

名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
出
雲
に
戻
っ
て
か
ら
の
百
幕
の
隠
逸
的
な
生
き
方
は
、
百

薙
の
も
と
も
と
の
気
質
に
ょ
る
と
と
も
に
、
去
来
・
空
阿
の
伝
授
を
拠
り
所
と
し

て
、
当
時
流
行
し
て
い
た
美
濃
派
の
俳
人
た
ち
と
は
、
一
線
を
画
し
た
俳
諧
活
動

を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
百
幕
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
。

追
善
集
で
あ
る
『
あ
き
の
せ
み
』
を
参
照
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
そ
の
疑
問
を
解

決
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
桑
原
氏
は
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
で
、

大
社
町
教
育
委
員
会
編
の
「
広
瀬
百
幕
顕
詣
会
巴
に
彼
の
生
年
を
享
保

十
六
年
と
し
残
年
を
享
和
三
年
と
し
、
七
十
二
歳
残
と
し
て
ゐ
る
。
又
、
「
雲

陽
人
物
誌
」
は
七
十
一
歳
卒
と
し
て
を
り
、
拙
著
「
出
雲
俳
句
史
」
に
は
七

十
一
才
と
記
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
頃
彼
の
生
年
が
わ
か
ら
ぬ
た
め
、
同
時
代

の
花
叔
の
記
を
採
っ
た
。
然
し
、
大
社
町
教
委
編
の
「
百
薙
関
係
俳
諧
年
譜
」

に
ょ
る
と
、
彼
は
享
保
十
六
年
に
生
誕
し
、
享
和
三
年
に
七
十
二
才
で
残
し

た
と
し
て
い
る
。
然
し
年
表
を
繰
っ
て
み
る
と
七
十
三
才
残
に
な
る
。
今
、

右
の
生
年
と
享
年
の
年
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
七
十
三
才
残
を
正
し
い
と
せ

ね
ぱ
な
る
ま
い
。
こ
れ
も
後
証
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
、
桑
原
氏
が
同
書
で
引
用
す
る
『
雲
陽
人
物
誌
』

こ
よ

コ
早
和
三
の
七
月
廿
四
日
齢
算
七
十
一
に
て
卒
ス
」
と
あ
る
由
。
ま
た
、
や
は
り
同

書
に
引
用
す
る
北
広
家
の
家
系
帳
に
も
「
一
早
和
癸
亥
七
月
廿
四
日
七
十
一
才
卒

す
」
と
あ
る
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
引
の
山
崎
氏
翻
刻
の
「
雲
陽
人
物
誌
』
(
底
本
は
島
根
県
立
図
書
館

蔵
本
)
を
姦
す
る
と
コ
早
和
二
戌
七
月
廿
四
日
齢
算
七
十
一
一
テ
卒
t
 
と
あ
っ

て
、
一
早
和
三
年
と
は
一
年
の
違
い
が
あ
る
。

ま
た
、
『
あ
き
の
せ
み
』
を
参
照
す
る
と
、
「
枕
言
葉
」
に
「
古
翁
は
元
禄
七
年

の
迂
化
、
師
は
享
保
十
年
の
生
れ
な
れ
ぱ
、
年
暦
四
十
四
年
を
隔
つ
」
と
あ
る
が
、

元
禄
七
年
か
ら
四
十
四
年
後
は
元
文
三
年
に
な
る
。
享
保
十
年
は
三
十
一
年
後
で

三
百
薙
の
没
年
に
つ
い
て

百
雜
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
」
 
1
手
諾
念
館
所
蔵
俳
誥
資
料
(
三
)

(
伊
藤
善
隆
)

五
五
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あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
は
俄
に
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
「
蓑
箸
謬

爲
之
記
」
に
は
「
こ
と
し
七
十
一
歳
」
と
あ
る
の
だ
が
、
「
こ
と
し
」
と
あ
る
ぱ
か

り
で
、
一
早
和
二
年
の
こ
と
か
、
三
年
の
こ
と
か
か
明
確
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

生
没
年
に
つ
い
て
は
、
『
あ
き
の
せ
み
』
を
姦
し
て
も
、
い
ま
一
つ
明
確
に
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る

百
幕
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
錢
記
命
所
蔵
俳
諧
資
料
(
豆

桑
原
氏
の
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』
に
は
、
『
あ
き
の
せ
み
』
に
載
る
百
蕪
の
辞
世

句
と
浦
安
の
脇
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
典
は
『
あ
き
の
せ
み
』

で
は
な
く
、
「
嗣
子
日
々
華
浦
安
草
稿
、
百
羅
「
追
善
句
募
集
文
」
」
で
あ
る
と
い

う
。
現
在
、
そ
の
「
追
善
句
募
集
文
」
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ

ら
く
は
、
そ
の
「
募
集
文
」
に
ょ
っ
て
集
め
ら
れ
た
句
が
、
こ
の
『
あ
き
の
せ
み
』

に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
『
あ
き
の
せ
み
』
は
、
百
蕪
の
伝
記
資
料
と
し
て
も
、
大

社
俳
人
た
ち
や
そ
の
交
遊
圏
を
具
体
的
に
知
り
得
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

お
わ
り
に

(
伊
藤
善
隆
)

(
1
)
私
家
版
(
平
成
部
年
9
河
発
行
)
に
ょ
る
な
お
、
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
改
行

を
改
め
、
句
碧
{
を
補
っ
た
。

造
の
み
た
ち
」
の
前
で
改
行
す
る
の
は
、
原
本
ど
お
り
で
あ
る

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
」
を
つ
け
、
(
)
内
に
そ

の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
(
オ
・
ウ
)
を
示
し
た
。

器
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「
(
マ
マ
)
」

を
付
し
た
。

参
考
の
た
め
、
原
本
の
参
考
図
版
を
末
尾
に
示
し
た
。

<
凡
例
>

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
概
ね
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

句
読
点
、
濁
点
は
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
た
だ
し
、
 
2
丁
裏
の
「
国

<
翻
刻
>

枕
言
葉

画
て
西
施
を
な
す
。
美
な
れ
ど
も
悦
ぶ
べ
か
ら
ず
。
刻
て
桃
李
を
な
す
。
似
た
れ

ど
も
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ぱ
、
道
の
正
異
を
勘
弁
し
て
邪
路
に
踏
ま
よ
は
ざ
る

を
誠
の
明
師
と
は
仰
く
べ
き
な
り
。
奥
に
鳳
尾
斎
先
生
は
若
か
り
し
よ
り
風
雅
に

富
る
も
の
か
ら
、
西
は
松
浦
が
た
、
東
は
清
見
潟
を
も
遠
し
と
せ
ず
、
芳
野
、
初

瀬
の
花
に
笑
ひ
、
須
匿
更
科
の
月
を
か
な
し
み
、
古
翁
の
」
(
ー
オ
)
風
流
を
慕

ひ
て
、
正
風
の
骨
髄
を
探
ら
れ
け
る
は
、
み
そ
ぢ
あ
ま
り
の
む
か
し
に
な
ん
。
は

じ
め
都
に
十
と
せ
ば
か
り
の
春
秋
を
お
く
り
、
夏
草
の
し
げ
き
を
分
て
千
代
の
古

道
の
跡
を
も
と
め
、
其
後
門
人
の
ま
ね
き
に
ょ
り
て
芸
備
の
か
た
に
も
行
か
ひ
つ

、

、

西
南
の
漫
遊
も
つ
き
た
れ
ば
と
、
ふ
た
、
び
す
が
の
ふ
る
さ
と
に
帰
ら
る
、
に
、

門
葉
日
々
に
ま
し
、
月
々
に
さ
か
へ
て
、
句
を
こ
ひ
評
を
ね
が
ひ
て
遠
近
の
好
士

む
れ
来
る
よ
り
、
閑
居
一
日
も
し
づ
か
」
(
ー
ウ
)
な
ら
ず
。
さ
る
を
ま
た
、
東
海

道
の
一
筋
を
見
、
ざ
ら
む
は
と
古
翁
の
こ
と
葉
も
わ
す
れ
が
た
く
、
か
つ
は
あ
め
つ

ち
の
う
ち
に
た
ぐ
ひ
な
し
て
ふ
言
国
士
を
見
ず
し
て
し
な
ん
こ
と
も
口
お
し
と
て
、

天
明
は
じ
め
の
夏
、
六
十
に
な
ん
く
と
し
て
、
あ
づ
ま
の
旅
に
思
ひ
た
て
る
を
、

と
、
、
む
る
人
の
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
よ
し
や
旅
の
世
に
た
ぴ
{
株
し
て
と
慈
鎮

和
尚
の
感
慨
も
、
い
づ
く
の
士
か
我
を
待
ら
ん
と
西
行
法
師
の
歎
息
も
、
此
人
々

五
六

注



に
は
限
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
時
し
ら
ぬ
」
(
2
オ
)
雪
見
に
ゆ
か
れ
け
る
が
、
今
は

長
途
の
つ
か
れ
も
や
す
か
ら
ず
と
、
閑
窓
に
か
い
こ
も
り
、
老
を
養
ふ
つ
れ
ぐ
に

は
、
い
に
し
へ
今
の
ふ
み
を
耕
し
、
み
づ
か
ら
簑
笠
の
翁
と
あ
ら
た
め
、
し
の
び

か
く
れ
て
、
し
づ
か
な
ら
ん
と
す
れ
ど
も
、
ハ
ム
子
の
も
と
め
、
も
だ
し
が
た
く
や
、

終
に

国
造
の
み
た
ち
に
ま
う
で
、
古
道
を
と
か
る

か
ら
の
や
ま
と
の
隈
々
ま
で

、

こ

、

掌
を
見
る
が
ご
と
く
、
一
事
滞
る
こ
と
な
き
を
、
ふ
か
く
ほ
め
さ
せ
給
ひ
つ

、

、

時
習
館
を
」
(
2
ウ
)
た
ま
は
り
、
長
く
君
の
師
一
輕
と
も
な
し
給
ふ
に
、
こ
と
し
き

さ
ら
ぎ
は
じ
め
よ
り
、
翁
の
心
地
例
な
ら
ず
、
文
月
末
の
四
日
、
黄
泉
に
杖
を
ひ

か
る
。
や
か
ら
、
は
ら
か
ら
、
門
弟
す
ら
遠
近
よ
り
つ
ど
ひ
来
り
て
、
野
辺
の
送

り
に
ぎ
く
し
く
、
踊
躍
築
埋
こ
と
終
れ
ば
、
西
の
蓮
の
寺
に
い
こ
も
り
て
、
手
向

の
文
台
を
催
し
け
る
に
、
終
に
七
日
に
及
び
ぬ
れ
ば
、
令
子
浦
安
、
集
書
し
て
是

を
神
光
道
場
に
納
る
と
て
、
其
お
も
む
き
を
し
る
せ
よ
と
あ
る
に
、
い
な
み
が
た

く
て
」
(
3
オ
)
筆
を
と
る
。
抑
、
師
轟
諧
は
、
い
に
し
へ
十
哲
の
意
気
に
ょ

ら
ず
、
嘉
の
正
風
を
見
ひ
ら
き
給
ひ
し
古
今
集
の
ひ
な
ぶ
り
に
し
て
、
神
道
を

も
て
父
と
な
し
、
歌
道
を
も
て
母
と
な
せ
し
、
日
の
本
の
本
理
正
道
な
り
。
古
翁

は
元
禄
七
年
の
迂
化
、
師
は
享
保
十
年
の
生
れ
な
れ
ぱ
年
暦
四
十
四
年
を
隔
つ
と

へ
ど
も
、
詞
の
は
し
に
風
骨
を
探
り
て
、
辛
崎
、
古
池
の
妙
所
を
悟
ら
れ
け
る

いは
、
我
道
の
中
興
に
し
て
、
尤
信
ず
べ
き
先
達
也
。
孝
子
、
其
」
(
3
ウ
)
志
を
つ

ぎ
て
、
と
も
に
正
風
の
絶
せ
ぬ
こ
そ
、
古
翁
の
本
意
に
も
叶
ふ
な
ら
め
。
師
、
常

に
い
ひ
け
ら
く
、
我
若
か
り
し
よ
り
風
雅
に
遊
び
、
詩
歌
俳
に
わ
た
り
て
其
大

む
ね
を
考
ふ
る
に
、
詩
は
か
ら
国
の
風
雅
な
れ
ぱ
論
ず
る
に
及
ぱ
ず
。
和
歌
連
歌

は
高
貴
の
も
て
遊
び
に
し
て
、
宮
歌
と
も
み
や
ぶ
り
と
も
い
へ
る
に
や
。
さ
れ
ぱ
、

是
を
も
て
遊
ぶ
は
其
恐
れ
小
ノ
な
か
ら
ね
ば
、
誹
諧
を
も
て
教
誠
の
は
し
と
す
べ
し

と
。
か
の
古
今
集
に
体
品
を
分
ち
て
、
是
を
ひ
な
歌
と
も
ひ
な
」
(
4
オ
)
ぶ
り
と

(
伊
藤
欝
)

も
い
へ
り
。
嘉
は
爰
に
眼
を
ひ
ら
き
て
、
正
風
の
奥
義
を
き
は
め
ら
る
。
我
徒
、

も
し
風
雅
に
遊
ぶ
と
も
、
必
し
も
み
や
う
た
の
こ
と
を
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
唯
、
ひ

な
歌
を
も
て
遊
ぶ
べ
し
。
歌
連
誹
、
其
名
異
な
れ
ど
も
、
も
と
は
ひ
と
つ
の
や
ま

、
ク
ニ

と
う
た
に
し
て
、
と
も
に
皇
国
の
教
誠
也
。
た
ま
く
世
間
の
誹
風
を
見
る
に
、
あ

る
は
和
哥
に
獣
し
、
あ
る
は
連
哥
を
そ
す
る
の
意
気
あ
り
。
古
翁
の
本
意
に
あ
ら

ざ
れ
ぱ
、
か
り
そ
め
に
も
」
(
4
ウ
)
和
哥
連
哥
を
疎
隔
す
る
も
の
は
、
正
風
の
人

と
は
い
ふ
べ
か
ら
す
と
、
旦
夕
に
し
め
さ
れ
た
り
。
同
門
の
輩
、
長
く
風
徳
を
わ

す
れ
ま
じ
き
が
た
め
、
筆
の
つ
ゐ
で
に
か
く
は
し
る
し
置
も
の
な
ら
し
。

門
人

」
(
5
オ
)

」
(
5
ウ
)

百
幕
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
錢
記
<
爺
所
蔵
俳
諧
.
、
料
(
三
)

(
白
紙
)

蓑
笠
翁
終
青
之
記

千
里
の
道
も
一
歩
よ
り
は
じ
ま
り
、
万
仭
の
山
も
塵
一
介
よ
り
な
れ
る
と
か
や
。
な

る
と
な
ら
ざ
る
は
、
げ
に
怠
る
と
つ
と
む
る
と
に
あ
り
。
我
師
、
み
の
笠
の
翁
は
、

マ
3

若
冠
の
頃
よ
り
和
学
に
志
し
、
官
袴
を
辞
し
て
都
に
の
ぼ
り
、
千
代
の
古
道
の
跡

を
し
た
ひ
、
東
南
西
北
に
吟
会
し
、
古
翁
の
風
骨
を
も
探
り
て
」
(
6
オ
)
月
花
に

遊
ぶ
こ
と
、
既
に
五
十
年
な
り
。
い
づ
れ
の
と
し
に
か
あ
り
け
む
、
雲
の
上
人
の

仰
ご
と
あ
り
て
、
和
哥
の
主
宰
と
な
し
給
ひ
け
れ
ど
も
、
翁
は
常
に
名
利
を
好
ま

ず
。
唯
そ
の
ひ
と
り
を
?
し
み
て
明
暮
故
実
を
糾
明
し
、
筆
記
せ
る
も
の
数
百

巻
に
及
べ
り
。
さ
れ
ど
も
、
是
を
書
店
に
鬻
ぎ
、
好
士
を
ま
ね
き
て
活
計
の
た
よ

り
と
す
る
こ
と
を
な
さ
ず
。
故
に
、
諸
国
の
風
客
問
へ
ど
も
答
へ
ず
。
」
(
6
ウ
)
ふ

か
く
蓬
戸
を
閉
て
、
徳
光
を
?
む
と
い
へ
ど
も
、
爰
に
あ
れ
ぱ
か
し
こ
に
聞
え

て
、
風
流
を
し
た
ふ
も
の
、
指
を
折
に
限
り
な
し
。
さ
る
を
、
鶉
月
は
じ
め
よ
り
、

飲
食
心
に
ま
か
せ
ず
。
良
医
手
を
つ
く
す
と
い
へ
ど
も
、
更
に
そ
の
し
る
し
な
く
、

衝
冠
斎
有
秀
書[

印
]
[
印
]

五
七
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夏
も
な
か
ば
を
過
る
頃
よ
り
、
酷
暑
の
な
や
み
少
か
ら
ね
ば
、
門
人
厚
志
の
輩
、

夜
に
日
に
つ
ど
ひ
て
力
を
そ
ふ
る
に
、
起
直
る
身
の
」
(
フ
ォ
)
む
つ
か
し
や
雨
の

萩
、
床
つ
め
に
啼
音
く
ら
べ
む
き
り
ぐ
す
、
な
ど
あ
り
し
は
、
過
し
十
一
の
夜

の
吟
な
り
。
廿
三
日
、
病
床
を
伺
ひ
ょ
る
に
、
か
ね
て
や
し
な
ひ
の
よ
け
れ
ば
に

や
、
こ
と
し
七
十
一
歳
に
し
て
顔
色
う
る
は
し
く
、
心
す
く
や
か
な
り
し
も
、
さ

す
が
に
ょ
り
来
る
老
の
波
に
、
今
は
た
の
み
す
く
な
く
見
え
侍
れ
ぱ
、
孝
子
浦
安

を
は
じ
め
、
を
の
く
仏
神
の
冥
助
を
」
(
フ
ウ
)
祈
る
の
み
。
翁
、
目
を
見
ひ
ら
き

て
、
時
来
り
い
つ
れ
か
先
に
秋
の
蝉
と
高
吟
し
給
ふ
。
令
子
、
筆
を
と
り
あ
へ

ず
、
月
を
ま
つ
間
の
か
ぜ
の
う
き
雲
、
と
あ
り
け
れ
ば
、
翁
、
一
完
爾
と
う
ち
ゑ
み

マ
3

給
ひ
ぬ
。
是
生
涯
の
笑
ひ
納
め
な
り
と
を
も
し
ら
ず
、
を
の
く
観
喜
の
お
も

ひ
を
な
し
つ
る
に
、
廿
四
日
、
一
昂
午
の
頃
よ
り
、
燈
の
き
ゆ
る
が
ご
と
く
、
い
と

も
静
に
み
ま
か
り
給
ふ
。
一
座
の
」
(
8
オ
)
嘆
息
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
扱
し
も
あ

る
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、
手
に
く
か
く
し
ま
つ
る
べ
き
用
意
ぞ
な
し
に
け
る
。
な

を
よ
み
の
山
路
の
つ
と
に
と
て
、
を
の
く
雜
別
の
思
ひ
を
の
ぱ
へ
、
と
も
に
ひ
つ

ぎ
の
う
ち
に
納
め
、
神
光
禅
寺
の
松
山
を
ひ
ら
き
、
葬
儀
貫
香
の
式
な
ど
い
と
な

み
し
は
、
文
月
二
五
日
の
こ
と
な
り
き
。
徳
行
を
賞
す
る
は
翁
の
心
に
あ
ら
、
ざ
れ

ぱ
、
か
れ
こ
れ
を
」
(
8
ウ
)
書
も
ら
し
つ
。
唯
風
の
た
よ
り
に
、
は
せ
あ
つ
ま

る
人
ぐ
の
志
し
の
至
れ
る
を
感
ず
る
の
あ
ま
り
、
お
ろ
か
な
る
筆
を
染
て
、
需

に
手
向
奉
る
も
、
み
な
夢
の
世
の
夢
な
り
け
ら
し
。

門
人松

茂
亭
露
麿
敬
書

」
(
9
オ
)

[
印
]
[
印
]

百
薙
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
飴
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
会
一
)

(
伊
藤
善
隆
)

六
月
十
二
日
、
病
床
の
ま
く
ら
に
此
蝶
ひ
と
つ
来
り
て
と
ま
れ
り
0
 
見
る
う
ち
に

横
に
こ
け
た
り
。
と
り
て
見
る
に
、
す
こ
し
も
う
ご
か
ず
。
我
を
む
か
ひ
に
来
り

け
る
に
や
と
お
も
ひ
て

百
幕

世
を
秋
も
ま
た
で
や
夢
の
さ
め
つ
ら
ん

有
秀
敬
画

(
肖
像
画
※
末
尾
の
参
考
図
版
6
を
姦
)

」
(
9
之

時
習
館
老
人
は
、
和
漢
の
ふ
み
に
眼
を
さ
ら
し
、
日
本
魂
の
ま
す
ら
お
な
る

が
、
こ
と
し
秋
七
月
黄
泉
の
客
と
な
れ
り
。
鳴
呼
お
し
む
べ
し
、
か
な
し
む

べ
し

花
の
夢
の
さ
め
て
は
か
な
し
月
の
蝶

潜
龍

月
花
に
む
か
へ
ば
お
も
ふ
む
か
し
哉

白
玉

草
に
木
に
お
し
む
光
り
を
風
の
露

」
(
W
オ
)

☆
繁
子

'
里

皆
人
の
思
ひ
や
ふ
か
き
秋
の
暮

森
連

達
支

捨
ら
れ
し
老
の
友
な
り
露
の
蝶

啼
音
を
ば
人
に
残
し
て
秋
の
蝉

鳥
鵜

嘉
楽

目
に
あ
ま
る
洞
や
塚
の
草
の
露

踏
分
し
露
ふ
る
道
や
文
見
月

」
(
W
之

人
の
み
か
な
か
ぬ
虫
な
し
草
の
原

思
友

消
残
る
こ
と
葉
の
花
や
露
の
玉

招
け
ど
も
か
へ
ら
ぬ
空
や
あ
け
の
月

竜
玉

雲
井
ま
で
名
を
上
て
ゅ
く
螢
か
な

こ
と

山
彦
の
歎
く
涓
數
槙
の
露

亀
山

波
光

怠
り
は
身
の
う
ら
み
也
葛
の
花

塚
に
来
て
啼
は
床
し
や
夜
の
鹿

竹
芽

佳
臣凉



春
秋
や
今
ぞ
身
に
知
る
風
の
音

亀
上

鹿
は
居
ず
あ
だ
に
を
れ
ふ
す
露
の
萩

壺
タ

歎
け
と
て
月
日
は
来
ね
ど
玉
祭

洗
耳

梅
風

秋
水
や
袖
か
ら
も
ち
る
萩
の
露

夢
な
れ
や
別
れ
し
秋
も
一
む
か
し

喜
遊

遊
枝

お
し
め
ど
も
も
ろ
き
命
や
露
の
蝶

啼
ぬ
も
の
は
な
か
で
哀
れ
や
秋
の
蝶

鳥
鼠

西
連

秋
の
蝉
の
一
句
を
つ
ら
ね
て
、

秋
の
蝉
声
の
し
ぐ
れ
も
一
め
ぐ
り

何
事
を
塚
に
来
て
な
く
秋
の
蝉

西
に
ゆ
く
道
や
あ
か
る
き
月
の
旅

人
な
く
て
守
な
が
ら
身
も
案
山
子
哉

身
は
露
と
き
へ
て
も
玉
の
光
り
哉

朝
貌
や
身
を
知
る
露
は
袖
に
ち
る

啼
虫
の
洞
の
雨
と
な
り
に
け
り

中
連

尊
師
み
ま
か
り
た
ま
ひ
、
今
も
面
影
の
た
ち
さ
ら
ぬ
を

い
ま
す
か
と
仰
げ
ば
空
に
月
ひ
と
り

琴
左

吹
風
や
行
衛
を
見
す
る
萩
の
露

呉
竹

在
し
世
の
俤
ゆ
か
し
袖
の
月

み
な

巴
柳

影
か
な
し
月
は
い
つ
も
の
雲
間
よ
り

淋
し
さ
を
跡
に
残
し
て
二
某
か
な

山
虎

音
志

世
に
た
ぐ
ひ
な
き
名
残
す
や
秋
の
蝶

立
連

」
(
Ⅱ
オ
)

世
を
去
た
ま
ひ
し
一
周
忌
に

巴
水

文
水

有
風

巴
友

巴
石

呂
竹

雀
子

翁
の
塚
に
詣
て

雪
桃
庵

石
に
ま
で
光
り
残
し
て
露
の
玉

」
(
玲
オ
)

梅
子

今
も
物
を
問
は
、
、
答
へ
よ
石
の
露

寸
苗

落
て
な
を
目
に
た
つ
桐
の
一
葉
哉

扇
風

俤
は
月
こ
そ
さ
そ
へ
秋
の
空

、
つ
き
こ
と
は
夢
に
も
な
ら
ず
秋
の
蝶

芦
川

龍
と
化
し
て
雲
は
去
け
り
秋
の
風

有
秀

露
丸

月
花
の
夢
は
残
し
て
秋
の
蝶

南
連

」
(
B
之

百
幕
先
生
み
ま
か
り
給
ひ
し
を
い
た
み
て

月
清
き
空
も
手
向
の
露
時
雨

し
け

焼
香
や
庭
に
も
蘭
の
芳
ば
し
き

,
'
橋

依
水

日
ぐ
ら
し
や
汝
も
泊
に
む
せ
ぶ
か
と

扶
月

行
道
の
俄
に
つ
ら
し
雲
の
月

知
宮
連

一
衣
を
も
ち
ゆ
る
ご
と
に
紡
績
の
灯
び
を
思
ひ
、
一
食
を
用
ゆ
る
毎
に
稼
穫

の
功
を
按
ず
と
。
ま
し
て
師
の
恩
父
母
の
い
さ
を
し
を
や
。
」
(
H
オ
)
百
幕

先
生
み
ま
か
り
た
ま
ひ
、
孝
子
宇
羅
安
の
も
と
に
申
送
る

黎
光
宰
里
蝶

蓑
虫
と
共
に
啼
な
り
き
り
ぐ
す

手
を
突
て
虫
の
音
を
き
く
石
の
上

凌
雲

残
る
蚊
の
す
よ
る
所
よ
塚
の
奥

風
に
遊
び
し
身
も
風
に
ち
る
柳
か
な

常
香
に
日
あ
し
尋
ね
つ
霧
の
朝

竜
池

」
(
H
之

染
く
て
ち
る
は
つ
れ
な
き
紅
葉
哉

波
濤

魚
村

鴉
さ
へ
秋
は
か
な
し
く
啼
に
鳧

」
(
Ⅱ
之

百
雜
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
一
 
1
手
錢
零
館
所
蔵
俳
諧
資
料
(
=
マ

」
(
松
t

(
伊
藤
善
隆
)

」
金
之

五
九

飛
鳩釣
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き
の
ふ
ょ
り
け
ふ
は
畿
と
し
秋
の
雨

月
影
を
汲
て
手
向
ん
閼
伽
の
水

古
志
連

名
を
知
ら
ぬ
花
に
も
泣
や
草
の
原

き
り
ぐ
す
我
は
花
野
も
血
の
涙

行
秋
に
名
は
七
、
め
け
り
塚
の
一
化

秋
風
の
吹
ち
ら
し
た
る
ほ
た
る
か
な

魂
棚
は
月
と
花
と
に
な
り
に
鳧

神
西
連

か
な
し
み
は
行
も
残
る
も
秋
の
旅

は
ら
く
と
木
末
も
露
の
時
雨
か
な

燈
籠
も
き
え
て
か
な
し
く
盆
く
れ
ぬ

か
へ
り
来
ぬ
人
の
行
衛
や
秋
の
風

白
雲
の
行
衛
や
い
づ
こ
秋
の
風

蘭
の
香
は
世
に
残
れ
ど
も
秋
の
風

燈
籠
の
き
え
て
心
の
く
ら
さ
か
な

篠
連

は
か
な
さ
や
夢
の
う
き
世
に
秋
の
蝶

皆
人
の
袖
の
涙
や
露
時
雨

蓑
虫
の
啼
夜
い
や
ま
す
洞
か
な

大
津
連

蓑
笠
の
俤
ゆ
か
し
雨
の
月

見
し
人
の
か
た
み
や
月
の
影
か
な
し

平
田
連

こ
ぼ
れ
て
も
露
の
い
さ
を
や
野
の
錦

百
薙
追
善
集
「
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
飴
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
(
三
)

燕
子

文
節

言
口
風

東
盧

吾
友

澄
水

花
叔

(
伊
藤
善
隆
)

」
(
玲
之

六
斎
や
鐘
き
く
毎
に
撫
念
仏

春
翠

久
村
連

虫
の
ね
や
我
も
涓
に
し
の
び
か
ね

紫
翠

小
田
連

身
ひ
と
つ
に
吹
か
と
ぱ
か
り
秋
の
風

其
泉

三
刀
屋
連

フ
マ

そ
も
此
叟
和
歌
は
芝
山
卿
に
ま
な
び
、
誹
諧
は
去
来
丈
章
か
腸
を
探
り
、

と
も
に
上
手
の
誉
あ
り
て
、
世
に
百
羅
先
生
」
(
Π
オ
)
と
も
て
は
や
し
た
り

け
る
が
、
こ
と
し
文
月
末
の
四
日
、
黄
泉
の
風
さ
そ
ひ
来
り
て
、
五
十
田
狭

の
小
汀
に
月
を
見
す
て
給
ふ
ぞ
い
と
か
な
し
。

行
く
て
戻
ら
ぬ
旅
や
月
の
秋

東
明

荻
の
声
萩
は
う
つ
ぶ
く
夕
か
な

維
中

盆
の
後
又
な
き
た
ま
を
祭
り
鳧

亀
六

桂
男
の
影
や
は
か
な
し
袖
の
露

」
(
Π
之

喜
朝

松
江
連

池
水
や
蓮
の
実
飛
て
秋
淋
し

野
艾

文
子

虫
な
く
や
露
も
ま
た
ひ
ぬ
苔
の
下

な
き
友
の
名
も
な
つ
か
し
き
盆
会
か
な

与
志

鳳
尾
斎
主
人
は
、
間
も
な
き
月
を
見
残
し
、
黄
泉
へ
杖
を
ひ
か
れ
し
と
な
ん

聞
へ
け
る
に
ぞ
、
い
さ
、
か
埜
章
を
の
ば
へ
悼
侍
ら
ん
」
(
玲
オ
)
と
思
ふ
の

折
ふ
し
、
三
五
夜
雨
あ
り

さ
れ
ば
こ
そ
ふ
る
は
涓
歎
月
今
宵

1
文
竜

高
名
な
る
百
幕
主
人
、
此
ほ
ど
み
ま
か
り
給
ふ
と
ぞ
。
終
に
謁
せ
ざ
る
事
の

ほ
ゐ
な
き
、
思
ひ
つ
、
ゞ
く
る
も
む
な
し

秋
の
夜
や
逢
は
で
別
れ
し
人
も
夢

不
尺

三
都
良

玉
佐

百
丈

柳
枝

里
石

一
勇

」
(
巧
オ
)

」
(
巧
之

舞
扇

風
便

梅
亭

冨
水

.

」
(
玲
オ
)

一
烹

=士壬ゞ

戸1

條宇
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蓑
笠
翁
の
世
に
ま
し
た
う
ち
は
、
終
に
ま
み
ぇ
、
ざ
れ
ば
、
此
^
の
、
の
こ
り

多
く
て
、
」
(
玲
ウ
)
今
さ
ら
懐
旧
の
洞
に
筆
を
そ
め
て
、
霊
前
に
備
ふ
る
の
み

文
月
や
何
思
ふ
て
も
か
た
便
り

本
阿
坊

石
見
連

鳳
尾
庵
宗
匠
み
ま
か
り
給
ふ
と
き
＼
い
ほ
り
へ
訪
ら
ふ
日
は
九
月
九
日
の

宴
な
れ
ば

瓶
左

な
き
跡
も
か
ほ
る
や
菊
の
花
に
け
ふ

」
(
玲
オ
)

さ
れ
ぱ
こ
そ
此
日
は
空
も
秋
の
雨

其
花

生
る
が
ご
と
き
画
像
を
か
け
奉
り
て

兄
な
る
^
^
翁
の
^
祥
の
忌
日
に
、

言
の
葉
は
絵
に
も
か
、
れ
ず
玉
祭
り

十
圍

兄
君
の
別
れ
を
お
し
み
て

女
智
竜
院

是
も
又
夢
に
な
れ
か
し
秋
の
蝶

秋
さ
む
も
知
ら
せ
給
は
ぬ
霖
顔
か
な

」
(
玲
之

む
ろ

k
茶
遊

月
を
さ
ぞ
蓮
の
一
化
の
う
て
な
よ
り

月
淋
し
め
で
こ
し
人
は
雲
が
く
れ

4
相
模

た
の
み
た
る
露
も
は
か
な
し
秋
の
蝶

な
を

月
花
の
涙
の
た
ね
や
塚
の
露

寸
志

手
に
う
け
て
見
れ
ぱ
な
つ
か
し
草
の
露

李
明

大
父
君
の
塚
に
ま
い
り
て

少
"
楚
川

朝
貌
や
手
向
の
露
に
咲
残
り

」
(
即
t

今
老
の
も
の
忘
れ
し
て

会
者
定
離
の
な
ら
ひ
も
、

女
千
賀

露
時
雨
涙
も
袖
に
た
も
ち
か
ね

男
君
の
わ
か
れ
を
か
な
し
む

朝
ぎ
り
は
は
れ
て
も
袖
の
し
め
り
哉

親
に
を
く
る
、
は
子
た
る
も
の
、

(
伊
藤
診
)

は
ず
し
て
、
」
(
卯
ウ
)
あ
す
か
川
あ
す
も
あ
り
と
、
菅
の
根
の
な
が
き
と
し
月
、

い
た
づ
ら
に
過
来
し
つ
る
怠
り
の
涙
あ
ふ
れ
出
て
、
今
は
た
袖
を
し
ぼ
る
も
、

な
を
お
ろ
か
な
る
こ
、
ろ
な
ら
ん
か
し

な
き
跡
に
た
つ
や
心
の
霧
の
海

嘘
衆
斎
浦
{
女

右

石
州
"
下
志
水

1
社
四
橋

雀
示
浜
可
厚

」
(
幻
之

不
老
山
神
光
寺
額
面

諸
国
勧
進
二
千
余
吟
之
内
抜
萃

洛
陽
芭
蕉
堂
蒼
乢
撰

名
月
や
雨
吹
こ
ぼ
す
萩
す
、
き

木
が
ら
し
や
い
ろ
く
市
の
立
し
あ
と

日
の
い
り
も
ど
こ
や
ら
ゆ
か
し
年
の
山

そ
の
あ
た
り
^
も
枯
た
る
柳
か
な

寒
月
や
ふ
る
き
尾
花
の
影
法
師

水
白
く
見
え
つ
、
秋
の
ゆ
く
ゑ
か
な

ひ
る
顔
の
か
た
ぶ
い
て
咲
く
も
り
か
な

鶏
の
か
き
交
て
見
る
落
葉
か
な

露
涼
し
月
の
は
な
れ
ぬ
草
の
上

大
様
に
一
一
菜
ち
り
け
り
雨
の
後

啼
止
て
飛
虫
も
あ
り
朝
の
月

小
男
鹿
や
啼
つ
く
し
て
は
立
つ
く
し

海
原
の
月
啼
け
し
て
ち
ど
り
か
な

野
の
末
や
日
の
入
さ
む
く
啼
か
ら
す

あ
さ
よ
さ
や
秋
を
な
ぐ
さ
む
鐘
の
こ
ゑ

は
つ
秋
や
障
子
一
枚
た
て
、
あ
り

啼
鳥
に
さ
し
て
名
も
な
し
帰
り
花

百
雜
追
善
集
一
あ
き
の
せ
み
」
 
1
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
誥
資
料
(
一
己

伊
徐
松
山
胡
文

同

逸
志

1
水
琴
風

つ
ゆ

つ
ね
な
れ
ど
も
、
き
の
ふ
を
け
ふ
と
は
思

」
(
訟
オ
)

且 市
、
王

伯
州
k
袋
{
女
水

雨
稗
原
<
永
野

ナ
隼
賀
一
化
山

雲
州
松
江
文
龍

術
小
栗
尺
梅

祠
露
之

伯
州
ミ
サ
キ
出
乢
^

伊
豫
松
山

」
(
れ
オ
)

竹

"

物
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百
幕
追
善
集
一
あ
き
の
せ
み
』
 
1
手
飴
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
(
豆

白
蓮
や
水
重
く
と
朝
ぐ
も
り

赤
椿
ち
る
や
庵
の
か
た
あ
か
り

花
の
い
め
ち
る
時
な
れ
や
明
の
か
ね

花
く
と
い
ひ
?
六
日
過
し
け
り

ふ
る
道
の
心
お
ぼ
え
や
山
、
ざ
く
ら

鴨
啼
や
汐
に
し
め
り
し
関
の
幕

松
す
ぎ
て
杉
に
物
う
し
か
ん
こ
鳥

秋
の
蝉
く
る
、
を
啼
て
あ
は
れ
也

す
て
ら
れ
た
犬
の
子
な
く
や
お
ぼ
ろ
月

咲
残
る
白
菊
さ
む
き
月
夜
か
な

行
春
の
か
げ
う
つ
り
け
り
飛
鳥
川

紫
陽
花
の
春
は
き
の
ふ
と
成
に
け
り

我
笠
の
げ
に
は
ぬ
れ
け
り
初
し
ぐ
れ

き
り
一
葉
落
て
秋
し
る
夕
部
か
な

の
ぼ
る
日
に
き
え
て
あ
と
な
し
塚
の
雪

玉
と
見
し
露
の
行
衛
や
神
が
く
れ

起
出
て
西
に
月
見
る
ひ
と
り
か
な

お
し
そ
ふ
に
鐘
つ
く
は
る
の
夕
部
か
な

霧
ふ
か
し
夜
明
け
て
虫
の
啼
や
ま
ず

ぬ
れ
鴉
飛
や
い
づ
こ
の
初
時
雨

二
日
月
鳫
一
声
に
入
に
け
り

歌
よ
ん
で
石
に
書
け
り
秋
の
山

白
雨
の
残
り
岩
根
や
苔
雫

戸
の
内
も
芒
に
ぬ
る
、
伏
家
哉

武
蔵
野
や
卯
の
花
す
ご
き
夏
月

件
1
亀
栖

伯
州
、
、
、
サ
*
宜
哉

作
州
条
蛙
鏡

羽
、
、
1
花
来

伯
州
寺
内
新
風

伯
州
天
方
甘
簗

石
州
河
本
暁
慮

(
伊
藤
善
隆
)

」
(
訟
之

k
佐
小
村
ヒ
Ⅱ

才
j

1
趣
簾
雨

蔦
橋

祠

芳
蓑

例

^
公
州
仙
^
.
^
^
^

志
功

同

,
永
里
玉
ヨ

月
花
は
見
あ
き
て
老
の
雪
見
哉

右
州
川
下
玉
川

あ
た
ら
し
き
石
碑
も
見
へ
て
盆
の
月

右
1
里
明

是
に
た
る
言
の
葉
は
な
し
今
日
の
月

」
愛
之

酒
や
め
て
何
や
ら
淋
し
花
の
山

枝

叡
州
忌
計

ー
ー
文
律

ち
ど
り
啼
て
も
れ
来
る
風
の
音
あ
は
れ

,
高
五
風

い
た
づ
ら
に
に
し
き
の
野
と
は
な
り
に
鳧

↓
1
盧
竹

か
り
跡
に
痩
て
か
、
し
の
動
か
な

↓
佐
上
岡
古
鋪

塩
木
焚
て
嬬
あ
ふ
る
夜
や
啼
千
鳥

W
Ψ
原
一
滕
枝

寒
梅
や
む
か
し
は
だ
れ
か
す
み
所

同
艀
梅
語

菜
の
花
や
野
は
金
色
の
別
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The memorialc011ection tribute to Byakura 'fAkinose
reprint and introduction

-A study of Haikailiterature in Tezen Family Archives (3)

110 Yoshitaka

(shohoku c011ege Department of Business Administration and colnmunication)

〔A b s tr a c u

"Akinosemi"owned by Tezen Museum is a memorial c0Ⅱection tribute to Byak山'a. Byakura

Was one of the most importanl haikai poets in Taisha al'ea.1n Taisha, haikai poels had inher

ited the teaching of Kyorai, which was in{roduced by Byak山'a

Keywords : Haikai, Byak山'a, hihide, Taisya, Tezen M11Se山〕〕
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